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■ 概 要 

★電波時計用のJJY日本標準時シミュレーター・キットです。 

★郵政省の独立行政法人 情報通信研究機構が福島(40KHz)と福岡/佐賀(60KHz)の長波帯で 

送信しています JJY (日本標準時)の電波を模擬して、ﾙｰﾌﾟｱﾝﾃﾅより超微弱電波を送信しま 

す。 当社の電波時計キットや市販の電波時計で受信する事が出来ます。 当社電波時計 

用に専用のコネクタが用意されていますので、直接電波を介さず受信する事も可能です。 

★ＴＣＯの学習や同時に数台の電波時計の仮時刻合わせ等に利用できます。 

★RS-232Cの接続で、パソコンからﾎﾞｰﾄﾞの時刻設定や送信しているﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽをﾘｱﾙﾀｲﾑに 

表示する事も可能です。 パソコン用専用ｿﾌﾄｳｴｱの CD-Rが付属しています。 

★当キットが発するタイムコードは、電波時計の時刻校正を目的にしておりますので、日付 

時刻以外は、実際のタイムコードを１００％模擬しておりませんのでご了承下さい。 

 
◎用途：ＴＣＯの学習や同時に数台の電波時計の仮時刻合わせ等に利用できます。 

 

■ 緒  元 

ＣＰＵ PIC18F452 

クロック 外部：10MHz、 内部：PLL4倍 40MHz 

出   力 JJY模擬タイムコード 搬送波周波数 40KHz/60KHz ｽｲｯﾁにて切替え 

アンテナ ﾌﾟﾘﾝﾄ基板形成ﾙｰﾌﾟｱﾝﾃﾅ 

受信可能距離 ｱﾝﾃﾅ正面から20cm/±45゜程度  条件：電波時計Ver.2ﾊﾞｰｱﾝﾃﾅにて 

時刻設定方法 基板上ｽｲｯﾁから入力又は、ﾊﾟｿｺﾝのｿﾌﾄより自動(ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ)/手動で転送 

設定可能時刻 西暦 4桁、年月日時分秒 

・ 手動設定  ﾎﾞｰﾄﾞ上より任意に設定可能 

・ 自動設定  ﾊﾟｿｺﾝのｿﾌﾄよりｼｽﾃﾑ時刻の転送 

ＬＣＤ(液晶表示器) 西暦 ４桁、年月日曜時分秒     ２００８／０７／１０ Thu  0 

ﾀｲﾑｺｰﾄﾞ･ﾋﾞｯﾄ/ﾊﾟﾙｽ幅表示      １５：１２：２４       800mS 

ﾊﾟｿｺﾝ画面ﾓﾆﾀｰ 西暦 ４桁、年月日時分秒  ﾎﾞｰﾄﾞ時刻ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示 (専用ｿﾌﾄCD-R付属) 

タイムコード出力パルスのリアルタイム波形表示 

使用するﾊﾟｿｺﾝ環境 DOS/V Windows 2000、XP、Vista  要：COM1～COM8 ｼﾘｱﾙCOMﾎﾟｰﾄ  

電   源 ８ＶＤＣ ～ １５ＶＤＣ 約7０ｍＡ 

基板寸法 100mm x 70mm 、ﾙｰﾌﾟｱﾝﾃﾅ部 49mm x 55mm  1.6ｔ両面ｶﾞﾗｽｽﾙﾎｰﾙ 

 注  意  
・ 当キットの製作は、説明が前後しますので、必ず最後までこのﾏﾆｭｱﾙに目を通してから行ってください。 

・ 本キットは、JJY を模擬したｼﾐｭﾚｰﾀｰで、電波時計としては動作しませんので都度時刻修正が必要です。 

・ 超微弱ですが、ﾙｰﾌﾟｱﾝﾃﾅから電波が出ています。電源を入れた時点では、(ﾎﾞｰﾄﾞの時刻設定を行う前 

では)現在時刻と異なる時刻を送信します。近くに電波時計が有るとボードの時刻に校正されますので、 

影響を与えたくない電波時計とは十分に距離を離すか、離れた所で電源を入れてください。 

 

＜免責事項＞ 当キツトを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を 

含め如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
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■ＪＪＹ日本標準時シミュレーター・キット部品表 

名称 基板上記号 実装 型番/値 数 Description 

CPU CPU1  PIC18F452 1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み済み 

ＩＣ IC1 ● TC4066BF 1 ｱﾅﾛｸﾞｽｲｯﾁ 

 ＩＣ２  LMC662 1 ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟ 

 ＩＣ３ ● ADM3202 等 1 RS-232Cﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

 ＩＣ４ ● HD74HC123A 1 ﾛｼﾞｯｸ 

 ＩＣ５  LM7805 1 ５Ｖ３端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ ＤＢ１  WL02 1 電源ﾌﾞﾘｯｼﾞ 

LEDﾗﾝﾌﾟﾞ ＬＥＤ１－４  5φ 赤色 4 各ﾊﾟﾙｽ表示用 

 ＬＥＤ５  5φ 緑色 1 TCO表示用 

ﾀｸﾄ･ｽｲｯﾁ ＳＷ１－４   4 設定入力用 

ｽﾗｲﾄﾞ･ｽｲｯﾁ ＳＷ５    1 40KHz/60KHz切り替え用 

X’TAL Ｘ１  10MHz 1  

ＤＣｼﾞｬｯｸ ＣＮ１  MJ-179 1  

LANｺﾈｸﾀｰ ＣＮ２  RJ-45 1 当社電波時計Ver.2接続用 

D-Sub９ﾋﾟﾝ・ｺﾈｸﾀｰ ＣＮ３   1 RS-232C用 

ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰ ＣＮ４  6x1  6ﾋﾟﾝ ｵｽ 1 ｱﾝﾃﾅ基板接続用 基板側 

 ＣＮ５  6x1  6ﾋﾟﾝ ﾒｽ 1 ｱﾝﾃﾅ基板接続用 ｱﾝﾃﾅ基板側 

ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰ ＣＮ６  7x2 14ﾋﾟﾝ ｵｽ 1  

 ＣＮ６ (液晶側)  7x2 14ﾋﾟﾝ ﾒｽ 1  

半固定抵抗 ＶＲ１  10KΩ/B 1 液晶ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整用 

ｺﾝﾃﾞﾝｻ Ｃ１－Ｃ１５ ● 0.1μF 15 積層ｾﾗﾐｯｸ・ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

 Ｃ３１－Ｃ３３  0.01μF 3 ﾏｲﾗｰ・ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

 Ｃ５１－Ｃ５４  100μF 4 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

 Ｃ５５，Ｃ５６  220μF 2    〃 

 Ｃ６１，Ｃ６２ ● 22PF 2 ｾﾗﾐｯｸ･ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

抵抗 Ｒ１ ● 100Ω 1  

 Ｒ６，Ｒ７ ● 510Ω 2  

 Ｒ１１－Ｒ１８ ● 1KΩ 8  

 Ｒ２１－Ｒ２３ ● 2KΩ 3  

 Ｒ２６ ● 3KΩ 1  

 Ｒ３１－Ｒ３３、R３５,R３６ ● 10KΩ 5  

 Ｒ４１ ● 20KΩ 1  

 Ｒ４６ ● 51KΩ 1  

 Ｒ４４ ● 150KΩ 1  

 Ｒ４５ ● 200KΩ 1  

   100Ω 1 茶・黒・茶・金 液晶表示器ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ用 

液晶表示器   SC1602BSLB 1  

ICｿｹｯﾄ CPU1用  ４０ﾋﾟﾝ 1  

 ＩＣ２用  ８ﾋﾟﾝ 1  

専用基板   TS-JJYSimulator01 1 両面ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ基板 

                                    ● の部品は、工場出荷時基板に実装済みです 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みに 

  なってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変 

  難しい場合が有ります。 回路図、パーツリスト等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。 

  半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  

■ 向きが有り間違えやすい部品                 ｷｯﾄの部品には、向きがある部品が含まれて居ます。 

                                            図の部品には注意して下さい。 部品ﾘｽﾄの部品番号と基板上の 

ｼﾙｸ印刷された部品番号の所に印刷された形状等に合わせて 

                                           取り付けます。基板実体図も用意していますので合わせて参考に 

して下さい。 
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■ 組み立て 

  基本的には背の低い部品よりハンダしていきます。前項にも有る様に注意としてはｽﾙﾎｰﾙ基板を使用して 

  いますので、一度ﾊﾝﾀﾞすると外しにくいため十分確認してからﾊﾝﾀﾞする事をお勧めいたします。 

１．   組み立てにあたって、前のページに有りますパーツリストと部品を確認します。パーツリストに有る［基 

     板上記号］の記号と基板上の同じ記号に部品をハンダ付けしていきます。基本的には背の低い部品か 

      ら取付けて行きますが、上記図の向きの有る部品は特に注意してハンダしてください。 このキットに使 

    用しています基板は両面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなけ 

    ればならない場合があるからです。良く確認してからハンダ付け作業を行なってください。 

２． このキットでは、IC1,IC3,IC4 と抵抗、一部を除くｺﾝﾃﾞﾝｻｰの 46個の部品は既に機械で実装されています（ﾊﾟ

ｰﾂﾘｽﾄで●マークの部品）。 

    初めに取りつける部品の順番としては、まず背の低い部品、2個の IC ｿｹｯﾄ、3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ､ﾀﾞｲｵｰﾄﾞﾞ 

(DB1)、10MHｚｸﾘｽﾀﾙ(X1)、を順番に取り付けて行きます。向きの有る部品に注意します。 

    （前述の実体図と補足の基板実体図とを併せて参照下さい） 

３．  その後、ﾀｸﾄｽｲｯﾁ（SW1-4）、LED（LED1-5）、ﾏｲﾗｰｺﾝﾃﾞﾝｻ(C31-33)、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ（C51-56）、半固定抵抗 

(VR1)と取り付けていきます。 ｱﾝﾃﾅ基板(別基板)の CN5に 6 ﾋﾟﾝ・ヘッダー・メスを取り付けます。(後述) 

４．  最後に大物部品を取り付けて行きます。電源用DC ｺﾈｸﾀ（CN1）、LAN ｺﾈｸﾀ（CN2）、D-sub(CN3)、ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ 

ｺﾈｸﾀを取りつけます。 ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰは、ｵｽが基板側をお勧めいたします。 

５．  IC1 の PIC ﾏｲｺﾝ、IC2のｵﾍﾟｱﾝﾌﾟを向きを間違えないようにｿｹｯﾄに差し込みます。 

６．   完成しましたら、電源を入れる前に十分回路を目視点検を行ってから投入してください。 ﾃｽﾀｰがあれ 

    ば電源投入時、約70ｍＡ程度ですから、これ以上に流れた場合は、即電源を切り点検してください。 

    電源を入れるとM、P、1、0の赤の何れかのLEDが点滅します。 VR1 を回し液晶が鮮明に表示する様 

ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整を行ないます。 最後に、ｱﾝﾃﾅ基板をボードCN4に接続します。(後述)       

＜以上で組み立ては完了です＞ 

■ ボードの液晶表示 

 

                          年、月、日    0 

                          時、分、秒   800ms 

 

 

  タイムコードの詳細に関しましては、郵政省独立行政法人 情報通信研究機構の下記ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧下さい。 

http://jjy.nict.go.jp/jjy/trans/index.html#item3 

■ ボードの日時設定 

    ﾎﾞｰﾄﾞ上の 4個のﾀｸﾄｽｲｯﾁで日時を設定します。    

     「MODE/SET」を押します。液晶に (Ｙｅａｒ)が表示され年の入力になります。 

                           「SELECT」を押す毎に設定項目が変わり、「MENU/SET」を押すと 

                            設定完了となります。 

 

                            （ Ｙｅａｒ ）   年の設定 

                            （ Ｍｏｎｔｈ ）  月の設定     

        「MODE/SET」            （ Ｄａｙ ）    日の設定      

                            （ Ｈ ）     時の設定  

                            （ Ｍｉｎ ）    分の設定 

                            （ Ｓｅｃ ）    秒の設定 

 

                「MODE/SET」を押して        

                 設定完了 

               ※ 秒合わせのﾀｲﾐﾝｸﾞは、このｷｰで。 

２００８．７．10 Thu  ０ 

１０：０８：１８   800mS 

Ｐ= P ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾏｰｶｰ又は 

M ﾏｰｶｰ  = 200mS 

１= 500mS  詳しくは、 

０= 800mS  後述の説明をご覧下さい。

２００８．７．10 Thu   

１０：０８：１８ ( Ｙｅａｒ ) 

設定項目は「SELECT」を押す毎に移行 

各設定項目では「UP」

「DOWN」 ﾎﾞﾀﾝで数値

を変更します。 
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■ パソコンのプログラム・インストールとプログラムの起動 

  このキットには、パソコン用のプログラムが入ったCD-Rが付属しています。 ＣＤ－Ｒをパソコンにセットして、 

  適当なフォルダを作成しCD-Rの全てのファイルをコピーします。ｲﾝｽﾄｰﾗｰ(setup.exe)をｸﾘｯｸ実行します。 

  プログラムがProgramFiles\JJYSimulator ﾌｫﾙﾀﾞにｲﾝｽﾄｰﾙ(ｺﾋﾟｰ)されます。 ｱｲｺﾝがﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟに追加されます。 

  ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの追加・削除」で行えます。 

  ボードとﾊﾟｿｺﾝのｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄと RS-232C ストレート・ケーブルで接続します。 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄが無い場合はUSB- 

  ｼﾘｱﾙ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ等をご使用頂き、COM ﾎﾟｰﾄを設定してください。COM ﾎﾟｰﾄは COM1～COM8が使用可能。 

  ﾊﾟｿｺﾝｿﾌﾄを実行(ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟのｱｲｺﾝをｸﾘｯｸするか「ｽﾀｰﾄ」「すべてのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」で選択実行)します。  

                                 実行すると左様ｳｲﾝﾄﾞｳが現れます。 

 

○ 最初に「設定」をｸﾘｯｸして下さい。 

                                   ﾎﾞｰﾄﾞと RS-232C接続するために、ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄの設定を 

                                   選択してください。 使用可能のﾎﾟｰﾄが表示されます。 

 

                                「ｼｭﾐﾚｰﾀキットの時刻ﾓﾆﾀ」には、現在のボードの日時が 

                                RS-232C を通して表示されます。 

                                 

                                「設定時刻」でボードの日時設定を行います。 

                                    ○ パソコン現在時刻 

                                      ﾊﾟｿｺﾝのｼｽﾃﾑ日時をﾎﾞｰﾄﾞに転送します。 

                                      ﾊﾟｿｺﾝのｼｽﾃﾑ時刻は、「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」で設定してく 

ださい。 

 

                                   「送信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾎﾞｰﾄﾞに日時がRS232C 

経由で転送され、ﾎﾞｰﾄﾞの日時が変更されます。 

 

                                    ○ 手動設定 

・ 手動設定                            ﾎﾞｰﾄﾞの日時をﾊﾟｿｺﾝ側から手動で設定/変更が  

・                                   可能です。 

・                                   日付入力窓の▼を押すと、左の様にｶﾚﾝﾀﾞｰが 

・                                   表示され、日付を選択します。 

・                                   年月の左右の矢印で月の変更が出来ます。 

・                                   離れた年月に設定したい場合は、直接日付の入力 

                                       窓へｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力してから日を選択します。  

                                       

                                       時、分、秒は、上下矢印で変更します。  

                                       直接ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからの入力も可能です。 

 

                                       「送信」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとﾎﾞｰﾄﾞの日時が変更され 

                                        ます。  

 

○ 「波形表示」 

    このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾎﾞｰﾄﾞが現在送信しているﾀｲﾑｺｰﾄﾞを、リアルタイムにﾊﾟﾙｽ波形で表示します。 

    同時に、ﾊﾟﾙｽの判定結果(M, P,1 , 0)を元に、ﾋﾞｯﾄで表す情報を波形の上に数値で表示します。 

○ 「ヘルプ」 

    ・使用法に関して「ヘルプ」ﾌｧｲﾙを用意しておりますので、「ﾍﾙﾌﾟ」をご覧下さい。 

     ｵﾝﾗｲﾝ･ﾍﾙﾌﾟが用意されていますので、ご欄の場合はｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続が出来る状態の環境にしてください。 

    ・ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報も確認できます。 
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◇ 波形表示画面について 

マーカー未検出時の表示（ スタート時 ） 

 
 マーカーが検出（ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾏｰｶｰ Pが 2個連続）されると、その 1分ｻｲｸﾙの 0秒から順次ﾘｱﾙﾀｲﾑにﾊﾟﾙｽ 

波形を表示していきます。 

    
 

  ○ 「1 ｻｲｸﾙﾎｰﾙﾄﾞ」 

     在る分の 1 ｻｲｸﾙ.分の表示が終了したら、波形表示を停止、画面表示を固定するか、しないかの選択。 

     「しない」場合、1 ｻｲｸﾙの表示が終わると波形をｸﾘｱして０秒から表示を開始します。 

        [下はﾎｰﾙﾄﾞした画面] このまま変化無く表示したままになります。 

 
      

○ 「再表示」       波形をｸﾘｱ。 ﾏｰｶｰ検出から(初期状態から)再ｽﾀｰﾄします。 
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■ タイムコードの送出方法      以下に基づいて送信するﾀｲﾑｺｰﾄﾞを生成しています。 

（１）通常時（毎時１５分、４５分以外）のタイムコード        [情報通信研究機構のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより転載] 

（２）呼び出し符号送出時（毎時１５分、４５分）のタイムコード   [情報通信研究機構のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより転載] 

○送出間隔 

  １ｻｲｸﾙ６０秒＝1分（６０ビット）の繰り返しで送出されます。 

○秒信号 

秒はパルス信号の立ち上がりとし、パルスの立ち上がりの５５％値（１０％値と１００％値の中央）が標準時の 

１秒信号に同期します。 

○パルス幅 

      ・ﾏｰｶｰ（Ｍ）及びﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾏｰｶｰ（Ｐ０～Ｐ５）＝ パルス幅 0.2s (200mS) ±5ms 
･２進の「０」＝ パルス幅 0.8s (800mS) ±5ms 

      ・２進の「１」＝ パルス幅 0.5s (500mS)±5ms 
○タイムコードの情報 （実際のﾀｲﾑｺｰﾄﾞには様々な情報が含まれます。本ｷｯﾄでは下線部分は未処理です） 

    時、分、通算日、年（西暦下２桁）、曜日、時と分に対応するパリティ、うるう秒情報、予備ビット、停波予告情報。 

時、分、通算日、年（西暦下２桁）、曜日に関しては、前述の２進数 (0 と 1)で表します。 

      「時」のタイムコード表記例  時＝９ ビット                             

毎分この秒のﾋﾞｯﾄ (秒) 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

(1) ﾀｲﾑｺｰﾄﾞ 例 0 0 0 1 0 0 1 0 1 

(2) ﾀｲﾑｺｰﾄﾞ「1」の時10進の定数 0 0 20 10 0 8 4 2 1 

 (1) x (2)  0 0 0 10 0 0 4 0 1 10+4+1=15  15 時 

     毎分 10秒目から 18秒の間、ﾀｲﾑｺｰﾄﾞが上表 ０００１００１０１ の場合、１５時を意味する事になります。 

※ 詳細に関しましては、郵政省独立行政法人 情報通信研究機構の下記ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧下さい。 

http://jjy.nict.go.jp/jjy/trans/index.html#item3 

 ○送信周波数 ﾎﾞｰﾄﾞ上のｽｲｯﾁ(SW5)にて、搬送波を 40KHz と 60KHz何れかの切り替えが可能です。 
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■ ｱﾝﾃﾅ基板の製作について  

                                    ｱﾝﾃﾅ基板(ﾙｰﾌﾟ･ｱﾝﾃﾅ)基板は、ﾙｰﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝが見える面 

                                    と印刷面のCN5端子部分の四角いﾗﾝﾄﾞに、6 ﾋﾟﾝのｼﾝｸﾞ 

ﾙﾍｯﾀﾞｰのメスを図の様に半田付けします。 

                                    ﾎﾞｰﾄﾞ本体との接続は、ｱﾝﾃﾅ基板のCN5 とﾎﾞｰﾄﾞ基板 

本体のCN4に接続します。 (多少の延長も可能) 

                                    ｱﾝﾃﾅ基板のﾙｰﾌﾟ面と印刷面の向きは、回路的には、 

どちら向きでも問題有りません。(CN5の向き不問) 

 

                                    ◎ループ・アンテナと電波時計の結合について 

                                    電波時計とﾙｰﾌﾟ･ｱﾝﾃﾅとの結合は、ｱﾝﾃﾅ基板と垂直な 

                                    向き(図参照)と同一方向になる様に電波時計のﾊﾞｰｱﾝﾃ 

ﾅの向きを合わせます。(ｱﾝﾃﾅ基板のｼﾙｸ印刷を参照) 

                                    ﾙｰﾌﾟ･ｱﾝﾃﾅから送信される電波は、超微弱の為、ﾙｰﾌﾟ･ 

ｱﾝﾃﾅとの距離は、20cm程度まで、ﾙｰﾌﾟ･ｱﾝﾃﾅとの角 

度は±４５゜以内となっています。 

■ 当社で販売中の電波時計キットとの接続について  

  本ボードは、当社電波時計キットとﾀﾞｲﾚｸﾄにｹｰﾌﾞｰﾙにて接続する事ができます。ボード(CN2)と電波時計ｷｯﾄ 

(CN2)とは LAN用の 10Base-T ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ(８芯使用)で接続してください。(この時は電波は使用しません) 

■ 本ボードとパソコンとの接続について 

  本ﾎﾞｰﾄﾞ(CN3)とﾊﾟｿｺﾝ(COM ﾎﾟｰﾄ)とは、基本的にはRS-232C ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを使用します。ｹｰﾌﾞﾙは、D-sub９ﾋﾟﾝ 

  ストレート延長ｹｰﾌﾞﾙを使用します。 最近はCOM ﾎﾟｰﾄが標準装備されていないﾊﾟｿｺﾝが有りますが、その 

  場合は、「USB<->ｼﾘｱﾙ変換器」(秋月電子「USB ｼﾘｱﾙ変換ｹｰﾌﾞﾙ」[M-720]1 本 950円)をご使用下さい。 

  ﾎﾞｰﾄﾞに付属のﾊﾟｿｺﾝ･ｿﾌﾄではCOM1から COM8まで認識しますので、その範囲で設定してください。 

■ 付属ﾊﾟｿｺﾝ･ｿﾌﾄの「波形表示」での表示不具合が発生した場合について 

  波形表示は、ﾎﾞｰﾄﾞと高速でｼﾘｱﾙ通信を行い処理しています。ﾊﾟｿｺﾝでﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで何か動作しているﾌﾟﾛ 

  ｸﾞﾗﾑ等(ｳｲﾙｽ･ｿﾌﾄ等)が有りますと表示が異常な速度になる場合があります。その場合は、一時的にﾊﾞｯｸ・ 

  ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで動いているﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等を停止する事で改善されます。 

■ 詳しい操作説明について 

   本キットに添付のﾊﾟｿｺﾝｿﾌﾄ起動時の「ヘルプ」内の「ｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟ」から下記URLにﾘﾝｸしております。 

   又は、直接下記URLに接続してご覧下さい。  

       ｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟ：  http://www.ys-labo.com/JJY%20Simulator%20Kit/JJY%20sum.html 

■ 最後に 

   このキットは、「ＹＳ電子工作ラボ」さんの設計により実現いたしました。この場を借りてお礼申し上げます。 

ＹＳ電子工作ラボ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： htt@://www.ys-labo.com 

  今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 

JJY日本標準時ｼﾐｭﾚｰﾀｰｷｯﾄ ﾏﾆｭｱﾙ 第 1版 
2008 年 7月  TriState ltd. by  Y.YOSHIKAWA 

キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 

          －不許転載－ 

〒０５３－０８５２ 

苫小牧市北光町４－１１－１９篠永ビル１Ｆ 

有限会社 トライステート 
E-mail : info@tristate.ne.jp 
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■ 基    板 

 

    本体基板寸法： 100mm x 70mm 、 ｱﾝﾃﾅ基板寸法： 55mm x 49mm 

    ガラス・エポキシ１．６mm厚 、 両面スルホール基板 

    四隅の取り付けﾈｼﾞ穴寸法 ： 85.0 mm ｘ 60.0 mm  3.2φx4 ( ﾀｶﾁ ﾌﾟﾗｹｰｽ SS-125収納可 ) 

    

 

   ◎ このキットの製作に関して、又他のキットに関する情報は、下記URLで 

 

               http://www.tristate.ne.jp 
 

   ◎ ご質問等は  E-mail : info@tristate.ne.jp  まで。 
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基板実体図 
   実装部品以外にハンダ付けする部品と位置です。 

   製作時、説明書に合わせて参考にしてください。 

   特に、向きのある部品には、注意して製作してください。 

 

 

 

 ＊ﾏｰｸの部品は、向きが有りますので注意してください。 

 

 

● 液晶表示器（ＬＣＤ）のバックライトについて 

  付属の液晶表示器にはＬＥＤのﾊﾞｯｸﾗｲﾄ（背後 

  照明）が付いています。 使用する場合は、液 

  晶表示器の裏側のＪ３をﾊﾝﾀﾞでｼｮｰﾄし、Ｊ９に 

  キット付属の 100Ωの抵抗（茶、黒、茶、金）を 

  ハンダで取り付けてください。 

  ＬＥＤ照明なので、あまり明るく有りませんが 

  暗い所では効果があります。 

● 液晶表示器の支持について 

  液晶表示器は、片持ち状態で一部がCPU 

  に乗っかっている状態です。問題は有りませんがもう片側を支持する場合、本体基板と液晶表示器との間 

は、１１ｍｍの間隔となっていますのでｽﾍﾟｰｻｰ(別途用意)で支障の無い位置で支持してください。 

Ｊ３をハンダでｼｮｰﾄ 

Ｒ9に 100Ωの抵抗をﾊﾝﾀﾞ

*100μ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 
*TCO LED(緑) 

CPU PIC18F452 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込済み

当社電波時計ｷｯﾄ

用RJ45接続ｺﾈｸﾀ 

ﾊﾟｿｺﾝ接続用RS232CD-subｺﾈｸﾀ
DC入力ｺﾈｸﾀ 

2.1mm 標準ﾌﾟﾗ

ｸﾞ使用 

電源8-15VDC

3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

＊LED(赤) 4個

ﾀｸﾄｽｲｯﾁ 4個

＊100μ電解ｺ

ﾝﾃﾞﾝｻ 2個

10MHz ｸﾘｽﾀﾙ周波数切替ｽｲｯﾁ

40KHz/60KHz 

ｱﾝﾃﾅ用ｺﾈｸﾀ 

0.01μﾏｲ

ﾗｺﾝﾃﾞﾝｻ

液晶ｺﾝﾄﾗｽﾄ

調整用半固

定抵抗 

*LMC662 
0.01μﾏｲﾗｺﾝ

ﾃﾞﾝｻ 2個 

液晶用 14 ﾋﾟ

ﾝ・ﾀﾞﾌﾟﾙﾋﾟﾝﾍ

ｯﾀﾞｰ<LCD 下

図も参照> 

＊200μ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ

＊100μ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

＊200μ電解

ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

＊ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 




